













学院」 （１９３９年創設）を母体と て、 「北海道女子短期大学」を開 した。 ９７ 、 「北海道女子大学」 開学に伴い「北海道女子大学短期大 部」と名称を変更。 ０ には男女共学となり「北海道 」 、２ ５年には「浅井学園大 短期大学部」と名称を変更した。 ７４月より「北翔大学短期大学部」に する予定である。
本学では２００３年４月、従来の服飾美術学科 保健体育学
科（体育コース・養護教諭コース） 、 経営情報学科 統合して「人間総合学科」を開設した。１８歳人口の減少、基礎学力の低下など、従来とは異なった環境下において、短期大学部 おけるこれからの教育のあり方を検討した結果である
従来の高等教育は、高等学校までの基礎学力を元に、それぞ






































を２年間に渡って授業の中心に置くことができ、カリキュラムを通して、 「読む、 書く、 話す」をも含む基礎学力の向上やコミュニケーション能力を涵養することのできる、非常に有効なプログラムであると考えられた。ま 、イベントを通して他の系とコラボレーションができる系として期待された である。舞台芸術系のカリキュラム
舞台芸術系を発足させるに当り、 「照明・音響・映像を中心
としたバックステージスタッフの養成」を詠うものの 演劇を
中心とし、身体表現をも含んだ幅広いカリキュラム体系が構想された。カリキュラムを、 「照明」 ・ 「音響」 ・ 「舞台芸術全般」 ・ 「戯曲・鑑賞」 ・ 「身体表現」 ・「企画」 ・ 「映像」の７分野にわけた。
照明分野：
























た。１年目に、より幅広くバックステージ全体について学ぶため、 「照明概論（含演習） 」 、 「音響概論（含演習」を統合し「バックステージⅠ」に、 「照明総合演習」と「音響総合演習」を統合し「バックステージⅡ」とした。そのうえで、 年前期「照明・音響演習Ⅰ」と２年後期「照明・音響演習Ⅱ」を置いた。
表１　２００７年度舞台芸術系カリキュラム
91 小特集：地域の演劇教育
また１年前期の「演劇入門」を１年前期「演劇入門Ⅰ」と１年後期「演劇入門Ⅱ」とし、それに伴い「文化行政研究」と「舞台企画」を廃止しその中に含ませることとした。１年後期「総合演習Ａ」 、 ２ 「総合演習Ｂ 、 ２年後期「総合演習Ｃ」を、１年前後期の 「総合演習Ａ」 と２年前後期の 「総合演習Ｂ」 とし、「舞台鑑賞Ⅰ・Ⅱ」 、 「舞台芸術特別講義」を廃止してその中に含ませることとした。１年後期「舞踊芸術」を２年前期「舞踊芸術Ａ」と２ 後期「舞踊芸術Ｂ」とした。１年前期 「朗読・ナレーション」を新たに設け、 舞台芸術と色彩」は、服飾美術系の専門科目「色彩学」に吸収させ、廃止した。現在 ３６科目となっている。教員スタッフ（敬称略）
「舞台芸術系」の専任教員は、北海道高文連演劇専門部にお











音響分野では、本業を優先してもらうため、複数の講師を配置している） 、学生はプロの仕事の仕方・考え方に直接触れることができる。舞台芸術系ではそ 機会を多く持つために、後述するように、できるだけ公演発表に近い形 授業に取り入れている（ｃ．ポルトホールの利用と研究授業参照） 。ま 本格的な公演も２年間 ４回（ｄ．公演発表参照）行っ いる。これらは、一種のインターンシップ的効果を狙っている（常にプロフェッショナルとの接点を持つ、日常的に行うインターンシップ。我々は「学内インターンシップ」と呼んでいる。もっとも将来的には、学外で行う正式なイ ターンシップもはじめたいと考えている） 。
ｂ．舞台芸術系教育の位置づけ図１は、プロフェッショナルとして活躍するために獲得しな
ければならない知識・技能を段階的 フェーズ して表したものである。舞台芸術系は、 「基礎学力」 ・ 「一般教養」 ・ 「専門的教養」の各フェーズを総合的に学ぶ場として捉えられてい
る。我々は「総合的教育の実践」と呼んでいるが、このことについては次節に詳説する。もっともより高度な専門的知識、専門的技能についても、非常勤の教員がそれぞれの分野の現役のプロフェッショナルであることから、学生のやる気しだいでは十分に ぶことができる環境にある。 には、学生自身の授業への取り組み姿勢が、そ まま学生自身の評価になる旨を伝え、将来プロフェッショナルとして働きたいと考えている学生への動機付け している。
ｃ．総合的教育の実践（ポルトホールの利用と研究授業）学校法人浅井学園は、２００１年に、研究施設北方圏学術情













門科目だけにしてもら た（舞台芸術系の学生は舞台芸術系の専門科目の他に、他大学の教養科目に相当する基礎カテゴリーの科目も受講しなければならない。その中 は「英語コミュニケーション」や「情報機器操作」 、 「人間学」 ような必修科目もあり、それらの を月曜日に入れないよう してもらった
のである。もちろん他系では月曜日にもその系の専門科目が開講されてい ） 。例えば２００６年度では、１年目前期は「演劇入門Ⅰ」 ・ 「バックステージⅠ」 ・ 「朗読・ナレーション」 ・ 「身体表現Ａ」 、１年目後期は「演劇入門Ⅱ」 ・ 「バックステージⅡ ・「演出論」 ・ 「特別演習Ⅰ」を指定している。そのような時間割にしてもらった上で 実際の講義／実習は、科目を離れて総合的に教育している。半年分のスケジュールを組み、時には照明の授業を２コマ連続行ったり、照明と音響の授業を同時に行ったり、場合 よってはＴＶ放送局見学に行ったりしているのである。学生たちは、江別校舎を離れてポルトに集ま 、一日中舞台芸術系科目のみを学ぶ。もちろん、休憩時間も他 系の学生と接することは物理的にもできない
また、このポルトでの研究授業では、照明・音響・舞台機構・






で）知識・技能不足に気が付き、新たな知識・技能の 得への意欲を高める結果になる（知識獲得への動機付け） 。新たに獲得した知識・技能をもとに再び実践を行えば、それは前回よりは高いレベルの実践となるであろう。と同時により高い知識・技能習得への意欲を掻き立てること なる。こうして、スパイラル的に知識・実践レベルが向上していく（図２）
また、 一つの発表を通して、 作品の提示 読み、 プランニング、
稽古、 発表という流れの中で、 いわゆるＰｌａｎ、 Ｄｏ、 ＳｅｅＴｈｉｎｋのサイクルを実践することがで る （ 「気づき」 ＝ 「知識への欲求」 ） 。一つの実践レベルにおいても、実践とフィードバックのサイクルがあり、 知識・技能への欲求が高ま （図３） 。
同時に、当然のことながら、作品を作り上げていく課程（一











の学生生活の中で４回の発表を行っている。１年前期終了時に「１年目試演会」 、１年後期終了時（実際には２年目の５月） 中間公演」 、２ 目前期終了時に「２年目試演会」 、そして２年目の１２月に「卒業公演」である。
「１年目試演会」は、本
学のパル６Ｆを利用し大学祭時に発表を行っている。



















芸術系の学生同士の一体感は他の「系」に比べても非常に醸成しやすくなっている。しかしながら、それは同時に「系」内でのグループ化を強めて まったり、一種の一体感についてくること できない学生の反発や離反を生じやすくなってしまったりするのもまた事実である。一度そのような状態に た学生を復帰させるのはなかなか難し 。
また、できるだけ総合的な授業を行いたいと考えていても、


















































































第2回卒業公演　欲望という名の電車　2006 年 12 月
学生作成の公演ポスター
